
こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

答
　
予
定
し
た
人
数
よ
り
少
な
か
っ
た

こ
と
、
今
後
も
利
用
が
見
込
め
な
い
た

め
で
あ
る
。

問
　
交
通
指
導
員
報
酬
13
人
分
の
内
容

は
。

答
　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
時
間
に
お
け

る
立
哨
に
加
え
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
の
交
通
整
理
等
含
ん
で
い
る
。

問
　
生
活
保
護
扶
助
費
の
減
額
理
由
は
。

答
　
生
活
保
護
受
給
者
の
高
齢
化
に
よ

る
受
給
者
数
の
減
少
や
、
年
金
制
度
改

正
に
よ
り
受
給
資
格
期
間
が
短
く
な
っ

た
こ
と
で
、
年
金
受
給
者
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
。

問
　
雑
草
除
去
業
務
委
託
料
の
内
容
と

件
数
は
。

答
　
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
が
放

置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
火
災
・
犯
罪
の

予
防
や
、
生
活
環
境
維
持
の
た
め
に
指

導
を
行
い
、
土
地
所
有
者
か
ら
雑
草
除

問
　
児
童
手
当
費
の
減
額
理
由
は
。

答
　
２
月
に
定
期
払
い
を
行
い
、
支
出

が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
平

成
29
年
度
の
支
給
件
数
は
６
万
５
６
３

４
件
で
し
た
が
、
平
成
30
年
度
は
６
万

３
４
６
６
件
に
減
少
し
た
か
ら
で
あ
る
。

問
　
人
間
ド
ッ
ク
等
助
成
金
１
０
０
万

円
の
件
数
は
。

答
　
予
算
は
37
件
分
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
軽
度
認
知
障
が
い
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
テ
ス
ト
使
用
料
の
減
額
理
由
は
。

総
務
常
任
委
員
会

し
て
、
移
住
定
住
を
促
進
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
方
策
と
し
て
、
空
き
家

登
録
制
度
を
実
施
し
な
が
ら
制
度
を
促

進
す
る
た
め
に
、
空
き
家
の
提
供
主
あ

る
い
は
買
う
方
に
対
し
て
、
仲
介
手
数

料
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
、
同
時

施
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
庁
舎
建
設
基
金
積
立
金
の
算
出
根

拠
に
つ
い
て
は
。

答
　
補
正
予
算
第
８
号
で
、
さ
か
え
小

学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
事
業
を
繰
越

明
許
と
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら

皆
減
し
て
平
成
30
年
度
予
算
に
補
正
で

計
上
し
た
。
さ
か
え
小
学
校
ト
イ
レ
大

規
模
改
修
は
、
国
の
防
災
・
減
災
・
国

土
強
靱
化
３
カ
年
重
点
事
業
債
で
あ
る
。

平
成
31
年
度
に
計
上
し
た
学
校
教
育
施

設
等
整
備
事
業
債
で
は
、
充
当
率
の
継

足
単
独
分
75
％
が
、
今
回
の
防
災
・
減

災
・
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
緊
急
対
策

債
で
充
当
率
１
０
０
％
、
継
足
単
独
部

分
も
１
０
０
％
の
起
債
が
可
能
に
な
り
、

通
常
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
の

交
付
税
措
置
30
％
が
、
今
回
の
対
策
債

で
50
％
と
な
る
。
そ
の
差
額
を
庁
舎
の

建
設
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の
で
あ
る
。

内
禁
煙
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
額
当

初
予
算
を
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
固
定
資
産
税
の
増
額
理
由
は
。

答
　
土
地
に
つ
い
て
は
、
下
落
修
正
が

あ
り
、
収
納
率
を
掛
け
る
前
の
段
階
で
、

３
４
０
万
２
千
円
の
減
額
を
見
込
ん
で

い
る
。
家
屋
に
つ
い
て
は
、
産
業
団
地

分
の
増
を
見
込
み
、
６
６
８
０
万
１
千

円
の
増
。
償
却
資
産
に
つ
い
て
も
同
様

で
、
５
１
４
５
万
８
千
円
の
増
と
見
込

ん
で
い
る
。

問
　
移
住
促
進
空
き
家
バ
ン
ク
仲
介
手

数
料
補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
国
土
交
通
省
の
告
示
で
あ
る
宅
地

建
物
取
引
業
者
が
、
宅
地
又
は
建
物
の

売
買
等
に
関
し
て
受
け
る
こ
と
が
出
来

る
報
酬
の
額
に
よ
る
と
、
空
き
家
を
提

供
し
た
方
の
仲
介
手
数
料
の
補
助
金
限

度
額
は
５
万
円
、
空
き
家
を
買
っ
た
方

に
対
し
て
は
、
10
万
円
を
限
度
額
と
し

て
の
補
助
を
考
え
て
い
る
。
１
件
成
立

す
る
と
15
万
円
、
そ
れ
を
年
度
３
件
見

込
ん
で
45
万
円
を
計
上
し
た
も
の
。

　
補
助
目
的
は
、
増
加
す
る
空
き
家
の

有
効
活
用
を
図
る
こ
と
。
人
口
対
策
と

問
　
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
の
減
額

理
由
は
。

答
　
こ
の
補
助
金
は
、
市
内
で
結
婚
新

生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
世
帯
で
、
前
年

の
合
計
所
得
が
３
４
０
万
円
以
下
の
方

に
つ
い
て
引
っ
越
し
費
用
、
ま
た
は
住

宅
の
取
得
、
あ
る
い
は
賃
貸
の
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
あ
る
。
当
初

予
算
は
、
平
成
28
年
度
の
婚
姻
届
出
数

が
１
６
９
件
の
う
ち
、
対
象
と
な
る
方

が
約
３
割
で
し
た
の
で
50
件
を
見
込
み
、

補
助
限
度
額
24
万
円
を
掛
け
１
２
０
０

万
円
を
積
算
し
た
。
し
か
し
、
実
際
運

用
す
る
と
申
請
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

減
額
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
　
公
衆
喫
煙
所
整
備
工
事
の
減
額
理

由
は
。

答
　
当
初
予
算
で
は
市
役
所
の
敷
地
内

に
設
置
を
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
健

康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

一
部
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
基
づ
き
、
市

の
方
針
と
し
て
公
共
施
設
は
原
則
敷
地

問
　
基
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
。

答
　
市
役
所
本
庁
舎
は
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
お
ら
ず
、
大
規
模
地
震
が
起
こ

っ
た
場
合
に
は
、
倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
建
て
替
え
の
方
針
と
な
り
、
基

金
条
例
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
建
て
替
え
る
時
期
や
位
置
、
規
模
等

は
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
財
源
も
未
定
。

数
十
億
円
以
上
必
要
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。

　
市
庁
舎
は
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、

災
害
対
策
本
部
と
情
報
伝
達
な
ど
の
中

枢
拠
点
に
な
る
ほ
か
、
被
災
し
た
住
民

の
復
旧
支
援
の
た
め
、
高
い
耐
震
基
準
、

安
定
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
近
隣
市

を
参
考
に
す
る
と
、
建
設
費
総
額
の
約

半
分
は
基
金
で
賄
い
た
い
と
考
え
る
。

問答

答 問答 問

問答

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
 

　（
議
案
第
16
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
　
　（
議
案
第
16
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

（
第
７
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
10
号
）

答
　
特
別
徴
収
保
険
料
と
普
通
徴
収
保

険
料
は
人
数
で
は
な
く
、
金
額
割
合
で

分
け
て
お
り
、
被
保
険
者
数
は
７
６
７

０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
国
庫
支
出
金
の
調
整
交
付
金
が
増

え
た
理
由
は
。

答
　
後
期
高
齢
者
が
年
々
増
加
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
調
整
交
付
金
が
増
加
す

る
も
の
で
あ
る
。

問
　
長
倉
小
学
校
と
さ
か
え
小
学
校
の

工
事
の
違
い
は
。

答
　
長
倉
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
児

童
用
ト
イ
レ
改
修

は
す
べ
て
終
了
し

て
お
り
、
未
改
修

部
分
の
教
職
員
用

ト
イ
レ
や
屋
外
ト

イ
レ
の
工
事
で
あ

る
。

去
の
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
実
費
に
よ

り
雑
草
除
去
を
実
施
す
る
。

　
平
成
29
年
度
の
実
績
で
、
22
件
の
対

象
地
を
確
認
し
、
う
ち
７
件
の
除
草
を

実
施
し
た
。

問
　
市
独
自
の
学
力
調
査
の
効
果
に
つ

い
て
は
。

答
　
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
、
続
け

て
実
施
し
た
い
、
４
月
に
全
国
・
県
の

学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
実
施
し
て
、

そ
の
結
果
を
市
の
調
査
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
て
学
力
の
向
上
を
図
り
た
い
。

問
　
出
産
育
児
一
時
金
の
内
容
に
つ
い

て
は
。

答
　
一
時
金
と
し
て
第
１
子
か
ら
50
万

円
ず
つ
交
付
す
る
。

問
　
特
別
徴
収
保
険
料
と
普
通
徴
収
保

険
料
の
想
定
人
数
は
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問 問答 問答

答 問 答 問 答 答問

答 問 答 答問

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

（
第
７
号
）

 

　（
議
案
第
10
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
 

（
第
3
号
） （
議
案
第
11
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
） （
議
案
第
13
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
 

 

（
議
案
第
17
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
 

 

（
議
案
第
18
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

 

　（
議
案
第
19
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算

（
第
１
号
） （
議
案
第
28
号
）

答問 問 答 問

幸
手
市
庁
舎
建
設
基
金
条
例
 

　
　
　
　
　（
議
案
第
１
号
）

答 問答 問

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

（
第
8
号
） 

　
　
　
　
　（
議
案
第
27
号
）長倉小学校

（6）（7） 〔市議会だよりさって〕No.90〔市議会だよりさって〕No.90



こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

答
　
予
定
し
た
人
数
よ
り
少
な
か
っ
た

こ
と
、
今
後
も
利
用
が
見
込
め
な
い
た

め
で
あ
る
。

問
　
交
通
指
導
員
報
酬
13
人
分
の
内
容

は
。

答
　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
時
間
に
お
け

る
立
哨
に
加
え
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
の
交
通
整
理
等
含
ん
で
い
る
。

問
　
生
活
保
護
扶
助
費
の
減
額
理
由
は
。

答
　
生
活
保
護
受
給
者
の
高
齢
化
に
よ

る
受
給
者
数
の
減
少
や
、
年
金
制
度
改

正
に
よ
り
受
給
資
格
期
間
が
短
く
な
っ

た
こ
と
で
、
年
金
受
給
者
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
。

問
　
雑
草
除
去
業
務
委
託
料
の
内
容
と

件
数
は
。

答
　
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
等
が
放

置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
火
災
・
犯
罪
の

予
防
や
、
生
活
環
境
維
持
の
た
め
に
指

導
を
行
い
、
土
地
所
有
者
か
ら
雑
草
除

問
　
児
童
手
当
費
の
減
額
理
由
は
。

答
　
２
月
に
定
期
払
い
を
行
い
、
支
出

が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
平

成
29
年
度
の
支
給
件
数
は
６
万
５
６
３

４
件
で
し
た
が
、
平
成
30
年
度
は
６
万

３
４
６
６
件
に
減
少
し
た
か
ら
で
あ
る
。

問
　
人
間
ド
ッ
ク
等
助
成
金
１
０
０
万

円
の
件
数
は
。

答
　
予
算
は
37
件
分
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
軽
度
認
知
障
が
い
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
テ
ス
ト
使
用
料
の
減
額
理
由
は
。

総
務
常
任
委
員
会

し
て
、
移
住
定
住
を
促
進
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
方
策
と
し
て
、
空
き
家

登
録
制
度
を
実
施
し
な
が
ら
制
度
を
促

進
す
る
た
め
に
、
空
き
家
の
提
供
主
あ

る
い
は
買
う
方
に
対
し
て
、
仲
介
手
数

料
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
、
同
時

施
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
庁
舎
建
設
基
金
積
立
金
の
算
出
根

拠
に
つ
い
て
は
。

答
　
補
正
予
算
第
８
号
で
、
さ
か
え
小

学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
事
業
を
繰
越

明
許
と
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら

皆
減
し
て
平
成
30
年
度
予
算
に
補
正
で

計
上
し
た
。
さ
か
え
小
学
校
ト
イ
レ
大

規
模
改
修
は
、
国
の
防
災
・
減
災
・
国

土
強
靱
化
３
カ
年
重
点
事
業
債
で
あ
る
。

平
成
31
年
度
に
計
上
し
た
学
校
教
育
施

設
等
整
備
事
業
債
で
は
、
充
当
率
の
継

足
単
独
分
75
％
が
、
今
回
の
防
災
・
減

災
・
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
緊
急
対
策

債
で
充
当
率
１
０
０
％
、
継
足
単
独
部

分
も
１
０
０
％
の
起
債
が
可
能
に
な
り
、

通
常
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
の

交
付
税
措
置
30
％
が
、
今
回
の
対
策
債

で
50
％
と
な
る
。
そ
の
差
額
を
庁
舎
の

建
設
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の
で
あ
る
。

内
禁
煙
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
額
当

初
予
算
を
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
固
定
資
産
税
の
増
額
理
由
は
。

答
　
土
地
に
つ
い
て
は
、
下
落
修
正
が

あ
り
、
収
納
率
を
掛
け
る
前
の
段
階
で
、

３
４
０
万
２
千
円
の
減
額
を
見
込
ん
で

い
る
。
家
屋
に
つ
い
て
は
、
産
業
団
地

分
の
増
を
見
込
み
、
６
６
８
０
万
１
千

円
の
増
。
償
却
資
産
に
つ
い
て
も
同
様

で
、
５
１
４
５
万
８
千
円
の
増
と
見
込

ん
で
い
る
。

問
　
移
住
促
進
空
き
家
バ
ン
ク
仲
介
手

数
料
補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
国
土
交
通
省
の
告
示
で
あ
る
宅
地

建
物
取
引
業
者
が
、
宅
地
又
は
建
物
の

売
買
等
に
関
し
て
受
け
る
こ
と
が
出
来

る
報
酬
の
額
に
よ
る
と
、
空
き
家
を
提

供
し
た
方
の
仲
介
手
数
料
の
補
助
金
限

度
額
は
５
万
円
、
空
き
家
を
買
っ
た
方

に
対
し
て
は
、
10
万
円
を
限
度
額
と
し

て
の
補
助
を
考
え
て
い
る
。
１
件
成
立

す
る
と
15
万
円
、
そ
れ
を
年
度
３
件
見

込
ん
で
45
万
円
を
計
上
し
た
も
の
。

　
補
助
目
的
は
、
増
加
す
る
空
き
家
の

有
効
活
用
を
図
る
こ
と
。
人
口
対
策
と

問
　
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
の
減
額

理
由
は
。

答
　
こ
の
補
助
金
は
、
市
内
で
結
婚
新

生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
世
帯
で
、
前
年

の
合
計
所
得
が
３
４
０
万
円
以
下
の
方

に
つ
い
て
引
っ
越
し
費
用
、
ま
た
は
住

宅
の
取
得
、
あ
る
い
は
賃
貸
の
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
あ
る
。
当
初

予
算
は
、
平
成
28
年
度
の
婚
姻
届
出
数

が
１
６
９
件
の
う
ち
、
対
象
と
な
る
方

が
約
３
割
で
し
た
の
で
50
件
を
見
込
み
、

補
助
限
度
額
24
万
円
を
掛
け
１
２
０
０

万
円
を
積
算
し
た
。
し
か
し
、
実
際
運

用
す
る
と
申
請
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

減
額
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
　
公
衆
喫
煙
所
整
備
工
事
の
減
額
理

由
は
。

答
　
当
初
予
算
で
は
市
役
所
の
敷
地
内

に
設
置
を
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
健

康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

一
部
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
基
づ
き
、
市

の
方
針
と
し
て
公
共
施
設
は
原
則
敷
地

問
　
基
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
。

答
　
市
役
所
本
庁
舎
は
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
お
ら
ず
、
大
規
模
地
震
が
起
こ

っ
た
場
合
に
は
、
倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
建
て
替
え
の
方
針
と
な
り
、
基

金
条
例
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
建
て
替
え
る
時
期
や
位
置
、
規
模
等

は
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
財
源
も
未
定
。

数
十
億
円
以
上
必
要
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。

　
市
庁
舎
は
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、

災
害
対
策
本
部
と
情
報
伝
達
な
ど
の
中

枢
拠
点
に
な
る
ほ
か
、
被
災
し
た
住
民

の
復
旧
支
援
の
た
め
、
高
い
耐
震
基
準
、

安
定
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
近
隣
市

を
参
考
に
す
る
と
、
建
設
費
総
額
の
約

半
分
は
基
金
で
賄
い
た
い
と
考
え
る
。

問答

答 問答 問

問答

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
 

　（
議
案
第
16
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
　
　（
議
案
第
16
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

（
第
７
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
10
号
）

答
　
特
別
徴
収
保
険
料
と
普
通
徴
収
保

険
料
は
人
数
で
は
な
く
、
金
額
割
合
で

分
け
て
お
り
、
被
保
険
者
数
は
７
６
７

０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
国
庫
支
出
金
の
調
整
交
付
金
が
増

え
た
理
由
は
。

答
　
後
期
高
齢
者
が
年
々
増
加
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
調
整
交
付
金
が
増
加
す

る
も
の
で
あ
る
。

問
　
長
倉
小
学
校
と
さ
か
え
小
学
校
の

工
事
の
違
い
は
。

答
　
長
倉
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
児

童
用
ト
イ
レ
改
修

は
す
べ
て
終
了
し

て
お
り
、
未
改
修

部
分
の
教
職
員
用

ト
イ
レ
や
屋
外
ト

イ
レ
の
工
事
で
あ

る
。

去
の
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
実
費
に
よ

り
雑
草
除
去
を
実
施
す
る
。

　
平
成
29
年
度
の
実
績
で
、
22
件
の
対

象
地
を
確
認
し
、
う
ち
７
件
の
除
草
を

実
施
し
た
。

問
　
市
独
自
の
学
力
調
査
の
効
果
に
つ

い
て
は
。

答
　
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
、
続
け

て
実
施
し
た
い
、
４
月
に
全
国
・
県
の

学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
実
施
し
て
、

そ
の
結
果
を
市
の
調
査
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
て
学
力
の
向
上
を
図
り
た
い
。

問
　
出
産
育
児
一
時
金
の
内
容
に
つ
い

て
は
。

答
　
一
時
金
と
し
て
第
１
子
か
ら
50
万

円
ず
つ
交
付
す
る
。

問
　
特
別
徴
収
保
険
料
と
普
通
徴
収
保

険
料
の
想
定
人
数
は
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問 問答 問答

答 問 答 問 答 答問

答 問 答 答問

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

（
第
７
号
）

 

　（
議
案
第
10
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
 

（
第
3
号
） （
議
案
第
11
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
） （
議
案
第
13
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
 

 

（
議
案
第
17
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
 

 

（
議
案
第
18
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

 

　（
議
案
第
19
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算

（
第
１
号
） （
議
案
第
28
号
）

答問 問 答 問

幸
手
市
庁
舎
建
設
基
金
条
例
 

　
　
　
　
　（
議
案
第
１
号
）

答 問答 問

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

（
第
8
号
） 

　
　
　
　
　（
議
案
第
27
号
）長倉小学校
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こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

て
は
、
県
か
ら
負
担
金
を
受
け
、
幸
手

市
で
詳
細
設
計
を
実
施
す
る
事
業
で
あ

る
。

問
　
機
能
診
断
調
査
業
務
委
託
料
の
内

容
は
。

答
　
基
本
的
に
は
処
理
施
設
、
管
路
、

管
路
の
途
中
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
が

地
区
内
に
４
ヵ
所
あ
り
、
こ
れ
ら
全
て

が
今
現
在
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る

か
、
そ
の
内
容
を
調
べ
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
平
成
31
年
度
予
算
可
決
後
の
事
業

展
開
は
。

答
　
都
市
計
画
道
路
杉
戸
・
幸
手
・
栗

橋
線
の
整
備
が
終
了
す
る
と
、
弁
天
橋

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ
、
バ
ス

路
線
の
幸
手
駅
西
口
か
ら
久
喜
駅
へ
の

ル
ー
ト
確
保
・
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
交

渉
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
引
き
続
き
行
っ
て

い
き
た
い
。

問
　
稲
わ
ら
焼
却
対
策
事
業
補
助
金
の

内
容
と
実
績
は
。

答
　
各
農
業
で
稲
わ
ら
を
自
分
の
田
ん

ぼ
に
す
き
込
み
、
腐
熟
促
進
肥
料
を
使

っ
て
堆
肥
に
し
た
農
家
に
対
し
て
補
助

金
を
支
払
う
も
の
で
あ
る
。
10
ア
ー
ル

当
り
１
０
０
０
円
以
内
ま
た
は
腐
熟
促

進
肥
料
の
２
分
の
１
を
補
助
し
て
い
る
。

平
成
29
年
度
の
実
績
は
12
件
、
補
助
金

額
は
７
万
４
５
４
円
で
あ
っ
た
。

問
　
全
国
さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト
運
営
業
務

委
託
料
の
内
容
は
。

答
　
業
務
の
中
に
は
、
２
日
間
に
わ
た

る
会
議
等
や
音
響
、
基
調
講
演
す
る
場

合
の
基
調
講
演
講
師
料
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
出
演
料
が
含
ま
れ
る
。

問
　
倉
松
川
改
修
に
伴
う
市
道
橋
架
替

詳
細
設
計
業
務
委
託
料
の
内
容
は
。

答
　
埼
玉
県
に
お
い
て
倉
松
川
の
改
修

事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
、
国

道
４
号
線
か
ら
上
流
部
分
の
区
間
に
つ

い
て
、
雁
橎
、
５
０
３
号
橋
、
大
日
橋

と
い
う
市
の
管
理
す
る
橋
梁
が
あ
り
、

こ
の
架
け
替
え
に
つ
い
て
、
全
体
的
に

は
埼
玉
県
で
予
備
設
計
を
し
、
橋
梁
形

式
等
は
今
後
決
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

幸
手
市
で
管
理
し
て
い
る
橋
梁
に
つ
い

が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
て
お
り
、
合
計
額

が
６
２
６
万
８
７
５
２
円
と
な
る
。

問
　
建
築
後
退
部
分
購
入
費
の
減
額
理

由
は
。

答
　
建
築
後
退
用
地
の
買
収
費
用
で
、

当
初
１
件
当
り
15
平
方
メ
ー
ト
ル
を
12

件
分
、
１
８
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
予
定

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
最
終
的
に
９
件
、

約
90
平
方
メ
ー
ト
ル
の
申
請
と
な
り
、

執
行
残
を
減
額
す
る
も
の
。

問
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
活

動
内
容
は
。

答
　
農
地
利
用
の
最
適
化
と
は
、
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
・
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
ま
た

新
規
参
入
の
促
進
で
、
具
体
的
な
活
動

と
し
て
は
、
今
年
度
の
例
で
は
推
進
委

員
の
担
当
地
域
の
中
で
、
耕
作
放
棄
地
、

そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
調
査
し
地
図
に

落
し
、
今
後
は
そ
の
解
消
に
つ
な
げ
て

い
く
活
動
を
し
て
い
る
。

問
　
条
例
改
正
の
趣
旨
は
。

答
　
農
林
水
産
省
か
ら
通
達
さ
れ
た
法

律
改
正
の
趣
旨
は
、
土
地
改
良
区
の
業

務
運
営
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
土
地

改
良
区
の
組
合
員
資
格
の
拡
大
、
総
代

会
の
設
置
お
よ
び
土
地
改
良
区
連
合
の

設
立
に
係
る
要
件
の
緩
和
等
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
権
現
堂
用
水
路
改
修
事
業
主
体
の

事
業
費
・
負
担
金
の
算
出
根
拠
は
。

答
　
事
業
主
体
は
埼
玉
県
で
、
全
体
の

事
業
費
は
、
８
１
０
０
万
円
で
、
事
業

費
の
う
ち
、
関
係
市
町
の
負
担
金
が
事

業
費
の
10
％
、
幸
手
市
の
負
担
金
が
そ

の
う
ち
の
69
・
１
％
、
事
務
費
に
つ
い

て
も
、
関
係
市
町
と
幸
手
市
の
負
担
金

建
設
経
済
常
任
委
員
会

問答 問答

答 問 答 問

答

問

問 答 問 問答

答 問答

幸
手
市
営
土
地
改
良
事
業
の

経
費
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
　
　
　（
議
案
第
6
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
　
　（
議
案
第
16
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　（
議
案
第
20
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
予
算（
議
案
第
21
号
）

平
成
30
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　（
第
７
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
10
号
）
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市政に対する市政に対する
一一 質質般般 問問

　

宮 杉 勝 男 議 員
◯　各種契約内容について
◯　学校で行っているアンケートについて
◯　県事業が進展しない件について

小 河 原 浩 和 議 員
◯　幸手市の総合訴求戦略（シティプロモーション推
進方針）の進捗状況について

青 木 　 章 議 員
◯　キャッシュレス化社会の対応について
◯　幸手駅西口の今後について
◯　幸手団地について
◯　香日向地区の要望について

大 山 重 隆 議 員
◯　「ケアシステム」（高齢者・障害者）の構築・実
現について

◯　「地域包括支援センター」の選考・指導について

木 村 治 夫 議 員
◯　観光の振興について
◯　デマンド交通の充実について
◯　平成３１年度幸手市一般会計予算編成について

武 藤 壽 男 議 員
◯　平成３１年度以降の幸手市の施政方針について
◯　東西自由通路と駅舎、駅前広場の管理について

小 林 啓 子 議 員
◯　中学校３年生のインフルエンザの予防接種費用の
助成について

◯　幸手市における統一地方選挙に向けての対応につ
いて

本 田 謡 子 議 員
◯　デマンド交通について
◯　ごみ収集について

松 田 雅 代 議 員
◯　マイナンバーを利用した事務の「契約及び法令違
反問題」に関する市の問題について

◯　「東部消防組合消防力適正化計画」に対する市の
評価について

◯　幸手市におけるインフルエンザの今期流行につい
て

◯　「安全な通学」確保について
◯　子ども議会議員発、外国人観光客を増加させる取
り組み（案）について

◯　公共施設のトイレ洋式化改修について

小 林 順 一 議 員
◯　悩みのある若者への支援の充実について
◯　市内居住外国人の災害時安全確保の対策について

中 村 孝 子 議 員
◯　第６次幸手市総合振興計画前期基本計画について

大 平 泰 二 議 員
◯　市民要望に対する市の対応について
◯　消防署西分署廃止問題
◯　幸手駅西口土地区画整理問題
◯　人口減少対策
◯　重点プロジェクトについて

市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問

3月定例会
傍　聴　者

の方が視聴されました。
１月  175件 ２月  1597件 ３月  889件

インターネットを利用した議会中継
（ライブ及び録画）を行っております。

36人の方が傍聴されました。
議会インターネット中継のアクセス件数

　議
会
で
は
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
条
例
や

事
業
の
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
決
定
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　今定例会では、12人の議員が２月
22日、25日、26日に一般質問を行いま
した。質問の中から、主なものを質問
者順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

● それぞれの内容の詳細は会議録および市議会ホームページ（インターネット映像配信システム）でご覧になれます。
● 会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、市役所の情報公開コーナー、または市議会ホームページで公開しています。
● 3月定例会の会議録は6月上旬頃公開予定です。

3
月
定
例
会

　会
期
日
程

２
月
21
日
（
本
会
議
）

　・
開
会
・
会
期
の
決
定
・
報
告
事
項

　・
市
長
提
出
議
案
一
括
上
程
、

　
　提
案
理
由
説
明

2
月
22
日
・
25
日
・
26
日
（
本
会
議
）

　・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

3
月
4
日
（
本
会
議
）

　・
議
案
に
対
す
る
質
疑

　・
議
案
の
委
員
会
付
託

3
月
5
日
・
6
日
（
委
員
会
）

　・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

3
月
7
日
（
委
員
会
）

　・
総
務
常
任
委
員
会

3
月
11
日
・
12
日
（
委
員
会
）

　・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

3
月
19
日
（
本
会
議
）

　・
委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
、採
決

　・
閉
会


